








[要約]

今回の在宅診療調査で分かったことは,障害児・者が受けられるサービスを必ずしも充分

に受けているとはいえないということである。これにはまず PR の不足,あるいは供給源の

不足という,与える側の問題もあるが,一方,受け入れ側が希望しないという面もある。受

け入れ側が希望しない場合は致し方ないが,PR 不足があるとすれば問題であり,今後検討

すべき問題と思われた。

ところで本研究班の課題でもあるグレーゾーン対策という観点から,ケアシステムを考慮

してみると,患者の病状に応じて必要なケアを供給するという機構の確立が必要と思われ

る。この目的のためには理想的には医師以外の人で,患者の家族が気楽に何でも相談でき

るような人が,発症の時点からこの家族とかかわり合いを持ち,長い療育生活をサポートし

ていくシステムが必要と思われる。この様な key person となり得るのは保健婦が最も適

任と思われ,保健婦を中心としたケアシステムの確率が急務であると思われた。


